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九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
市
内
の

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
運
動

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
種
目
や
ユ
ニ
ー
ク
な

種
目
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
い
く
つ
か
の
学
校
の
運

動
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
流
せ
汗
と
涙　

燃
え
ろ
北
小
魂
！
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、第
５４
回
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
赤
組
・
黄
組
に
分
か
れ
て
、
元

気
い
っ
ぱ
い
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
五
・
六
年
生

に
よ
る
伝
統
芸
能
「
棒
踊
り
」
で
は
、
威
勢
の
良
い

掛
け
声
と
と
も
に
、
息
の
合
っ
た
踊
り
を
披
露
し
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
練
習
の
成
果
出
そ
う
、
最
後
ま
で
」
を
テ
ー

マ
に
秋
季
大
運
動
会
を
開
催
。
全
校
生
徒
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
紅
白
に
分
か
れ「
大
玉
お
く
り
」

や
「
綱
引
き
」
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　

ま
た
リ
レ
ー
で
は
息
の
合
っ
た
バ
ト
ン
の
受
け

渡
し
を
披
露
し
、
詰
め
掛
け
た
家
族
ら
も
大
き
な

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　
「
燃
え
ろ
炎
よ
り
も
熱
く
!!　

刻
め
青
春
ス

ト
ー
リ
ー
!!
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
た

体
育
大
会
。
男
子
は
十
八
㌔
、
女
子
は
十
二
㌔
の

俵
を
持
ち
上
げ
る
種
目
「
せ
っ
ぺ
き
ば
れ
」
で
新

記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
応
援
団
を
中
心
に
熱
の
こ
も
っ
た
全
校
応

援
や
職
員
も
参
加
し
た
色
別
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
、

力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

第
６４
回
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

突
然
雨
が
降
り
出
し
、
競
技

が
一
時
中
断
す
る
な
ど
あ
い
に

く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
競

技
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

ま
た
校
区
対
抗

リ
レ
ー
で
は
平
成

五
十
六
年
卒
業
生

チ
ー
ム
も
参
加
し
、

子
ど
も
た
ち
に
負
け

な
い
力
強
い
走
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲一生懸命走った赤黄対抗リレー

▲部活の威信をかけて走った部活動対抗リレー

▲元気に入場行進する生徒たち

◀�

伝
統
の
棒
踊
り
を
披

露
す
る
児
童

▶�

雨
に
も
負
け
ず
力
走
す
る
生

徒
た
ち

伊
集
院
北
小

東
市
来
中

伊　

作　

小

▲ＯＢも一緒にヨーイドン

日　吉　中

　9
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飯
牟
礼
小
学
校
と
飯
牟
礼
幼
稚
園
の
秋
季
大
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
走
り
続
け
ろ　

力
を
合
わ
せ
て
！！
」
の

下
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
競
技
・
演
技
で
学
習
の
成
果
を
披
露
。

　

子
ど
も
た
ち
は
リ
レ
ー
や
組
体
操
な
ど
で
力
を
合
わ

せ
、
元
気
よ
く
校
庭
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
「
走
り
だ
せ
も
っ
と
遠
く
へ
～
ゴ
ー
ル
に

向
か
っ
て
突
き
進
め
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
体
育
大
会
は
、
紅
白
の
対
抗
戦
で
各

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
年
の
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
ク

ラ
ス
の
威
信
を
か
け
て
懸
命
に
走
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
季
運
動
会
で
、
子
ど
も
た
ち
は
多
彩
な
種
目
を
元
気
い
っ
ぱ
い
楽

し
み
ま
し
た
。

　

新
種
目
「
伊
作
田
音
頭
」
で
は
、
全
児
童
と
地
域
の
方
々
が
一
体
と

な
り
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。
ま
た
伊
作
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
仮
装
リ

レ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
格
好
に
身
を
包
ん
だ
保
護
者
が
楽
し
い
ダ
ン

ス
を
繰
り
広
げ
、
観
客
席
か
ら
は
大
き
な
笑
い
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

日
置
小
学
校
と

附
属
幼
稚
園
の
秋

季
大
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は

「
か
け
っ
こ
」
や

「
お
ゆ
う
ぎ
」
な
ど

に
、
一
生
懸
命
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
気
合
い
の
入
っ
た
応

援
合
戦
や
、
一
人
ひ
と
り
が

心
を
合
わ
せ
て
競
技
し
た
団

体
競
技
に
、
観
客
席
か
ら
た

く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

◀�

五
・
六
年
生
の
組
体
操

◀�

上
手
に
は
い
る
か
な

◀�

地
域
の
方
も
参
加
し
た
綱
引
き

飯
牟
礼
幼
稚
園

飯
牟
礼
小

日　

置　

小

日
置
小
学
校

附
属
幼
稚
園

▲トランペット鼓隊によるマーチング演奏

▲息の合った応援合戦

▲お遊戯を披露する園児

伊 作 田 小

吹　上　中

▲力強く相撲体操

▲みんなで踊った「伊作田音頭」
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　26
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銅　賞銅　賞

　秋の火災予防運動が １１ 月９日（火）から １５ 日（月）までの一週間、全国一斉に実施されます。
　これからの時期は、暖房器具をはじめとし火を使う機会が多くなります。これらの器具を使用する
ときは、正しい取り扱い方法で使用し火災予防に努めましょう。

　日置市内の小中学校からの １５９ 点の応募作品の中から次の方々が受賞されました（敬省略）。
おめでとうございます。
　入賞作品は、火災予防運動週間中、プラッセだいわ伊集院店内に展示されます。

★火の用心　七つのポイント★
・寝たばこや、たばこの投げ捨てをしない。
・コンロで火を使っているときは、その場を離れない。
・家の周りに燃えやすい物を置かない。
・風が強いときは、たき火をしない。
・子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
・電気器具は正しく使い、タコ足配線をしない。
・ストーブの周りには、燃えやすい物を置かない。

秋の全国火災予防運動

「消したかな」
　　あなたを守る　合言葉

２０１０ 年全国統一標語

伊作小３年

本山　瑠
りゅうせい

世
伊集院小６年

大迫　千
ち

華
か

伊集院中２年

田中　玲
あき

帆
ほ

金　賞

銀　賞
伊作小２年
海老ヶ迫　愛

あい

湯田小４年
松尾　尚

なお

香
か

伊集院北中２年
瀨野　友

ゆ

理
り

鶴丸小３年
内田　龍

りゅうきろう

希郎

伊作小５年
海老ヶ迫　花

か

恋
れん

伊集院北中１年
木塲　佳

か

音
のん

鶴丸小１年
小松　乙

おと

寧
ね

伊集院小５年
田代　大

ひろ

貴
き

伊集院中２年
宮下　結

ゆ

衣
い

平成 ２２ 年度日置市防火ポスターコンクール
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平成２３年６月１日からすべての住宅に住宅用火災警報器の設置が必要です
「住宅用火災警報器」は あなたと家族を守ります
１　寝　室
　�就寝に使用する部屋の天井
または壁面に設置します。

３　台　所
　�設置するよう努めてください。
（義務付けではありません。）

２　階　段
　�就寝に使用する部屋がある階の階
段の踊り場の天井または壁面に設
置します。

住宅用火災警報器とは
　火災により発生する煙や熱を感知して、音
声や警報機で火災の発生を知らせる装置です。

消防団員募集 救急隊との連携についてお知らせ

　消防団は、わが街を災害から守るという使命
感のもと、地域の防災リーダーとして幅広い活
動を行っています。
　しかしながら、その一方で消防団員の減少や
消防団員の高齢化などの問題が生じてきてお
り、その充実強化が最大の課題となっています。
　あなたも自分の街、みんなの街、そして大切
な家族を守るため、消防団活動に参加してみま
せんか。
　若い方々はもとより、志のある方々の入団を
心からお待ちしています。
　詳しいことは、日置市消防本部総務課消防団
係までお問い合わせください。

消防隊が救急隊の支援活動を行っています
　「救急車を呼んだのに消防車も来た！」と不思議に思っ
たことはありませんか？
　日置市消防本部では、これまで以上に円滑な救急救命
活動を行うために、必要に応じて消防隊が救急隊と同時
出動し救急現場の支援活動を行っています。火災と間違
わないようにご注意ください。
　皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

【消防本部・消防署へのお問い合わせ先】
日置市消防本部・消防署　０９９（２７２）０１１９
　　　　　　　北分遣所　０９９（２７４）０１１９
　　　　　　　南分遣所　０９９（２９９）３０１９
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だまされないで !! 悪質商法
被害急増！「劇場型」社債販売の手口

　電話や訪問で ｢社債を購入しませんか、上場すれば値上がりします｣ などと勧誘され購
入したものの、その後会社と連絡がとれなくなったり、実際は上場しなかったりといった
相談が、全国の消費生活センター等に寄せられています。日置市においても高額な社債購
入の被害相談がありましたので、今回はその事例を紹介します。

≪日置市に寄せられた相談事例≫
　数年前、年利 １０％、特別配当をうたい文句にした
Ａ社の社債を ９５０ 万円購入した。銘柄や仲介業者の
資料を請求したが送ってこない。その後、Ｂ社の社
債を ３００ 万円購入すれば、個人投資家が購入した社
債を ９５０ 万円で買い取ってくれると勧められ購入し
た。ところが、個人投資家が急に買えなくなったた
め、代わりにＤ社の株を １００ 万円購入すれば、すぐ
に １，３００ 万円振り込まれると言われた。損失の穴埋
めをするため、購入しようか迷っている。

相談員からワンポイントアドバイス
①�　「投資で簡単にもうかる」などと言うまい話はないので、
きっぱりと断るようにしましょう。
②�　過去に社債や未公開株を購入したことのある消費者をね
らって、複数の業者が執ように勧誘したり「被害回復」をう
たって消費者をだますケースなどがあるので、これまで未公
開株を購入したことのある人は特に注意しましょう。
③�　断れずに契約してしまったり、疑わしいと思ったら、すぐ
に家族や消費生活相談窓口に相談しましょう。

「被害回復型」や「公的機関装い型」など手口が巧妙化しています
　社債や未公開株の被害は、複数の業者が登場し消費者の投資欲をあおる「劇場型」や、
過去の被害を回復したいという消費者の心理に付けいる「被害回復型」、金融庁や消
費生活センターなどをかたり、消費者を安心させる「公的機関装い型」、謝礼や高値
買い取りを約束する「代理購入型」など手口が巧妙化しています。
　また「商品相場」や「外国の通貨」、「事業への投資話」など、さまざまな利殖関係
の消費者トラブルも発生していますので、注意が必要です。
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携帯電話その登録は大丈夫？
～悪質な「有料メール交換サイト」ご注意！～

　無料の占いサイトに登録したのをきっかけに「悩みを聞いて」「メ
ル友になってほしい」といった書き込みやメールが送られてくるよう
になった。勝手にほかの出会い系サイトに登録されてしまったようで、
数回メールの交換を行った結果、一方的にメールが届くようになり、
わずか５日間で約 １０００ 通のメールが届き ３０ 万円もの請求をされた。

無料サイトに安易に近づかない！
　�　｢無料｣ という言葉に気を許しがちになりますが、なぜ、無料に
なるか考えてみましょう。意図しない出会い系サイトからの勧誘広
告メールが届くようになる背景には、一つのサイトに登録すると同
時にいくつものサイトに個人情報がもたらされることになっていると考えられます。無料
だからといって、安易にアクセスし、不用意に個人情報を入力しないようにしましょう。

不当な請求に対しては支払わない！
　�　利用していなければ支払う必要はありません。｢登録したから｣ ｢請求が何度も来るか
ら｣ ｢面倒だから｣ などの理由で請求に応じたりすると、さらに別の業者から次々と別
の名目で請求を受けることになり、被害がさらに拡大する恐れがあります。またサイト
を利用した事実があっても、利用規約に明記されていない名目の料金については支払義
務がありません。支払ったお金を取り戻すことは非常に難しいです。

出会い系サイトのメールが届いたら・・・
　①�　執ようなメールや請求がある場合は、受信拒否の設定をし、必要に応じてアドレス
を変更しましょう。

　②�　請求があっても安易に連絡したり、氏名や住所、勤務先などの個人情報を教えない
ようにしましょう。

　③　不安なことや困ったことがあれば消費生活相談窓口に相談しましょう。

【消費生活相談窓口】
本 庁 商 工 観 光 課　２７３－２１１１
東市来支所地域振興課　２７４－２１１１
日吉支所地域振興課　２９２－２１１１
吹上支所地域振興課　２９６－２１１１

※�　本庁商工観光課では
土・日・祝日を除き、
消費生活相談員が対応
します。



2010.10 8

▲クリーンリサイクルセンター

ご存知ですか？
アスベスト含有家庭用品とその処分

アスベストとは？
　アスベスト（石綿）は、天然にできた鉱物繊維です。熱に強く、摩擦に強く切れにくい、酸やアル
カリにも強いなど、丈夫で変化しにくいという特性を持っていることから、その特性を生かしさまざ
まな製品に使用されてきました。一方、丈夫で変化しにくいため、吸い込んで肺の中に入ると組織に
刺さり、１５ ～ ４０ 年の潜伏期間を経て、肺がん、悪性中皮腫（悪性の腫瘍）などの病気を引き起こす
おそれがあります。目に見えないくらい細い繊維のために、気づかないうちに吸い込んでしまう可能
性があります。

アスベスト含有家庭用品とは？
　家庭用の製品のうち、１８５ 社 ７７４ 製品にアスベストを使用していることが、経済産業省が業界に行っ
た調査で分かりました。（平成 １７ 年 １２ 月 ２８ 日現在）
　これらの製品のうち、通常の使用においてアスベストが飛び散る可能性があるものは６製品で、い
ずれも火鉢とともに販売していた灰に含まれるものですが、これらの製品は １９６０ 年代までに製造を
終了しています。
　このほかの ７６２ 製品（現在調査中のものを除く）については製造メーカーによると、通常の使用で
はアスベストが飛び散ることはないとされています。

家庭から出るアスベストを含む廃棄物
　一般家庭から出るアスベスト含有家庭用品としては、
一部の古い家電製品、ガス・石油機器などが考えられます。
　昭和 ６３ 年以降の家電製品に使用されている可能性は低
いと考えられます。古いドライヤー、トースター、石油
ストーブなどお持ちの方でご心配な方は、各メーカーの
顧客相談窓口などにお問い合わせください。
　アスベスト含有家電用品をごみとして排出する場合は、
事前にご連絡をいただいてから、クリーンリサイクルセ
ンターへの持ち込みをお願いいたします。

アスベストを含む廃棄物の処分について

アスベスト含有家庭用品の廃棄について
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アスベスト含有家庭用品かどうかを判断するにはどうすればいいか
　製品を製造したメーカー、製品番号、製造年から判断するしかありません。
　製品を製造したメーカー（製品に記載されているメーカー）のホームページで確認いただくか、メー
カーに直接問い合わせて確認してください。

アスベスト含有家庭用品を持っていると危ないのか
　メーカーでは、７７４製品のうち７６２製品については、使われているアスベストがほかの物と混合され、
固められているものが多く、通常の使用においてはアスベストが飛び散る心配がないとしています。

アスベスト含有家庭用品を捨てるときにはどうすればいいのか
　アスベスト含有家庭用品を壊したり、分解したりしないでください。
　ほかのごみと分けて出す必要がありますので、クリーンリサイクルセンターまたは、市民生活課環
境衛生係までお問い合わせいただき、指示に従ってください。

　アスベストが使用されている建築物や工作物の解体などについては、労働者の健康保護、一般環境
への汚染防止などの目的から、「労働安全衛生法・石綿障害予防規則・特定化学物質等障害予防規則」、
「大気汚染防止法」、「建設リサイクル法」、「廃棄物処理法」により規制されています。
　「建設リサイクル法」では、元請業者に石綿などの有害物質の事前調査・事前措置が義務付けられ
ています。
　アスベストが使用された建築物や工作物は、産業廃棄物となります。
　クリーンリサイクルセンターでは処理できませんのでご注意ください。

　経済産業省が業界に行った調査結果から、主に次のような機器の一部の製品でアスベストが使われ
ていることが分かっています。
　製品によって異なりますが、その製品のごく一部に使われていることがほとんどです。

【飛び散るアスべストが使われている製品の例】

アスベスト含有家庭用品にはどんなものがあるのか

【お問い合わせ先】
　市民生活課環境衛生係　 電話 ２７３－２１１１（内線 １１４３・１１４７）　クリーンリサイクルセンター　電話 ２９２－５８５０

アスベストをはじめとする建築物の解体に伴う適切な取り扱いについて

アスベストが使われている機器のうち、洗濯機、冷蔵庫、掃除機、エアコン、ストーブなどは、
ほとんどがパッキン（内部の接合部）に使用されています。

〈ドライヤー〉 〈こたつ〉 〈オーブントースター〉
（使用部分は、使われていたコード）

〈電気火鉢（丸型）石綿灰
（付属品）〉
電気火鉢（丸型）

石綿灰（付属品）

石綿紐

ヒーター本体に使用

ヒーター保持部材
（石綿含有）

ヒーター

コタツ（ヒーター部）
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よ
り
も
、
１０
万
円
を
も
っ
と
有
効
に

使
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
議

論
も
各
地
区
で
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
で
各
地
区

に
配
分
し
た
額
か
ら
地
域
行
事
の
新

設
、
拡
充
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
こ
と
で
「
地
域
づ
く
り
へ
の
契

機
と
な
れ
ば
」
と
、
前
向
き
に
協
議

さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、
地
区
単
位

で
夏
祭
り
な
ど
を
催
し
て
き
た
地
区

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
玉
に
と
、
積

極
的
で
し
た
。

　
「
花
火
だ
け
で
地
区
民
を
集
め
る

の
は
…
」。
夏
の
地
区
イ
ベ
ン
ト
が

計
画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
区
も

「
花
火
を
き
っ
か
け
に
、
何
か
仕
掛

け
を
」
と
、実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

７
地
区
で
第
一
回
夏
祭
り
な
ど
が
新

設
、
復
活
し
ま
し
た
。

　

花
火
は
火
薬
類
取
締
法
な
ど
に
よ

り
、
保
安
距
離
が
決
め
ら
れ
、
打
ち

上
げ
る
花
火
も
会
場
で
異
な
り
ま

す
。
打
ち
上
げ
に
は
消
防
本
部
や
警

察
署
の
検
査
、
許
可
も
必
要
で
す
。

　

打
ち
上
げ
を
委
託
さ
れ
た
、
日
吉

地
域
で
操
業
す
る
太
洋
花
火
㈱
が
、

地
区
と
連
携
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
手

続
き
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
地
区
で

は
耕
作
者
や
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
、

打
上
現
場
の
警
備
、
翌
朝
の
片
付
け

な
ど
、
地
道
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

講
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
陰
で
支

え
ま
し
た
。

　

当
初
、
花
火
事
業
に
取
り
組
め
な

い
と
し
て
い
た
地
区
も
、
地
域
の
一

体
感
を
つ
く
ろ
う
と
手
を
挙
げ
、
来

年
一
月
ま
で
か
け
て
、
２６
地
区
公
民

館
で
花
火
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

共
生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
に
は
、

住
民
票
を
持
つ
市
民
ば
か
り
で
な

く
、
企
業
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
学
校
も
、
市

民
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
を
、
地
域
を
、
元
気
に
し
て

い
く
と
い
う
公
共
的
課
題
を
、
地
区

公
民
館
、
地
元
企
業
そ
し
て
市
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら

解
決
を
目
指
す
。
花
火
事
業
は
、
共

生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
に
火
を
点

け
て
く
れ
ま
し
た
。

⑯⑯

　

過
疎
化
。
少
子
高
齢
化
。
後
継
者
不
足
…
。
地
域
づ
く
り
に
消

極
的
な
言
葉
が
地
域
の
元
気
を
奪
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
地
域
に
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
」。
地
場
産
業
も
、
地
域
の
一
員

と
し
て
、
地
区
と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
全
２６
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
花
火
事
業
は
、
地
区

と
企
業
、
市
が
連
携
し
た
共
生
・
協
働
の
か
た
ち
で
す
。

地
区
公
民
館
の
地
道
な
取
り
組
み

地区・企業・市の協働
地域づくりに着火

　

共生・協働の実践活動

　
「
地
区
公
民
館
ご
と
に
花
火
大
会

を
開
い
て
、
地
域
を
元
気
に
で
き
な

い
か
」。
西
酒
造
㈱
か
ら
、
地
域
貢

献
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
に
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
早
速
、
地
区
公
民
館
に
取

り
組
み
の
意
思
確
認
を
お
こ
な
っ
た

と
こ
ろ
、
２４
地
区
か
ら
手
が
挙
が
り

ま
し
た
。

　

花
火
事
業
の
趣
旨
は
「
花
火
で
地

域
を
元
気
に
」「
地
区
公
民
館
を
、

身
近
な
地
域
づ
く
り
拠
点
と
し
て
認

識
を
深
め
る
」「
地
区
民
が
地
区
へ

の
誇
り
と
愛
着
を
は
ぐ
く
む
」
こ
と

で
し
た
。

　

そ
の
費
用
は
、
同
社
が
花
火
打
上

経
費
３０
万
円
の
う
ち
２０
万
円
を
、
残

り
を
各
地
区
公
民
館
が
負
担
す
る
と

い
う
も
の
。「
一
瞬
で
消
え
る
花
火

花
火
で
地
域
を
元
気
に
で
き
な
い
か

初
め
て
の
夏
イ
ベ
ン
ト
は
地
区
の
個
性
に
あ
ふ
れ
ま
し
た

（
上
　
妙
円
寺
地
区
　
・
　
下
　
皆
田
夏
ま
つ
り
）

花火事業の効果や課題（地区公民館の声）

効
　
　
果

・�地区民が花火を見上げながら近況
を語りあっていた。

・�地域が一つになって支え合い、協
働することが大切だと花火が示唆
をくれた。

・�交通整理、警戒、清掃などで、地
域内の安心安全意識が高まった。

・�地区内の身近な場所で花火が開催
され、地区民参加で地区の活力を
感じた。

・�花火が夏祭りへの参加をさらに促
してくれた。

・�地区の元気を鼓舞するもので、来
年度に向けて必要不可欠要素。

・市職員のボランティア活動に感謝。
・�計画段階から積極的な意見が出て、
これを機に年３回、地域活性化を
協議する。

課
　
　
題

・�一夜にして多くの予算を伴う行事
を毎年するのはむずかしい。

・次回、地区民の協力を得られるか。
・�花火打上殻の整理や打上場所の確
保。

・�話し合い、準備、片付けに奉仕的
協力が必要で、今後、協力体制を
培わなければならない。

・�近隣住民へ花火の留意事項が十分
伝わったか懸念される。

市制５周年記念地区公民館花火事業
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第２６回県民レクリェーション祭日置大会

【問い合わせ先】　日置市教育委員会社会教育課��電話�２７３ － ２１１１（内線 １４６１）

　第 ２６ 回県民レクリェーション祭が １１ 月７日（日）、日置市を中心とした各施設で開催されます。体験型のレク
リェーション種目もあり、経験・未経験を問いません。ぜひお気軽にご参加ください。（参加費無料）

第２６回県民レクリェーション祭　日置大会　会場一覧
番号 施　　　　　設　　　　　名 レクリェーション種目
0
伊集院総合体育館

アリーナ 総合開会式
1 アリーナ ソフトバレーボール
2 卓球場（２Ｆ） ユニカール
3

日置市中央公民館

中ホール（１Ｆ） お手玉
4 研修２・３会議室（３Ｆ） マジックアート
5 和　室（１Ｆ） 余暇開発・相談
6 大会議室（３Ｆ） スポーツ吹矢
7 伊集院武道館 剣道場（２Ｆ） 武術太極拳
8 伊集院小学校 体育館 バウンドテニス
9
妙円寺小学校 体育館

フォークダンス
10 日本民謡
11 レクリェーション・ダンス
12

伊集院総合運動公園

陸上競技場 グラウンド・ゴルフ
13 多目的広場 フライングディスク
14

サッカー場
カントリーボール

15 ティーボール
16 運動公園周辺コース 走ろう会
18

チェスト小鶴ドーム
ニュースポーツコーナー

19 スポーツチャンバラ
20 妙円寺中央公園 広場・公園 ネイチャーゲーム
21 伊集院森林公園 デイキャンプ
22 東市来町鶴丸地区公民館 ホール ジャズ体操
23

日置市Ｂ＆Ｇ東市来海洋センター
アリーナ（１Ｆ） ３Ｂ体操

24 武道場（２Ｆ） エアロビック
25

東市来運動公園
湯之元球場 凧あげ

26 補助球場（雨天時投球練習場） ペタンク
27 体育館 スポレック
28 日置市日吉総合体育館 アリーナ（１Ｆ） ドッジボール
29 いちき串木野市�市来体育館 インディアカ
30 いちき串木野市�パークゴルフ場 パークゴルフ
31 伊集院・美山コース　（出発：伊集院総合体育館） サイクリング

あなたも参加しませんか！



協働の　 花火で
地域に　 元気!
市制５周年記念地　　　　区公民館花火事業

 （７～９月）　 　

　
地
区
公
民
館
と
西
酒
造
株
式
会
社
、
市
の
協
働

に
よ
る
市
制
五
周
年
記
念
地
区
公
民
館
花
火
事
業

が
こ
の
夏
、
二
十
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
迫
力
に
元
気
を
も
ら
っ
た
」「
企
画
し
た
地
区

の
役
員
に
感
謝
し
た
い
」。
間
近
で
見
る
花
火
に

地
区
民
は
大
き
な
感
動
と
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め

ま
し
た
。

　
花
火
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
七
地
区
で
初
め
て

夏
祭
り
が
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
。
地
区
役
員
ら

は
準
備
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
夏
の
夜
空
を
焦
が
す
鮮
や
か
な
花
火
と
地
区
民

の
歓
声
に
、
そ
ん
な
苦
労
も
忘
れ
、
次
回
へ
の
意

７/１８

招
魂
社
六
月
灯
（
永
吉
地
区
）　

510人

８/７

鶴
丸
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
（
鶴
丸
地
区
）　

1,000人

８/１４

和
田
地
区
夏
祭
り　

450人

８/８

皆
田
夏
ま
つ
り
（
皆
田
地
区
）　

270人

８/１４

日
新
夏
祭
り
（
日
新
地
区
）　

700人

８/１２

藤
元
地
区
納
涼
大
会　

180人

８/１４

平
鹿
倉
夏
ま
つ
り
（
平
鹿
倉
地
区
）　

140人

８/１５

北
山
の
火
振
り
（
上
市
来
地
区
）　

650人

７/２４

い
ざ
く
だ
夕
涼
み
花
火
大
会
（
伊
作
田
地
区
）　

350人

８/８

吹
上
地
区
夏
祭
り　

450人

2010.10 12



欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

（
注
　
写
真
説
明
下
の
数
字
は
参
加
人
員
）

協働の　 花火で
地域に　 元気!
市制５周年記念地　　　　区公民館花火事業

 （７～９月）　 　

フォトレポート

今後の開催予定（10月下旬～）
時　　期 開催地区
平成22年�

10月23日（土） 伊集院

平成22年�
11月3日（水） 住　吉

平成22年�
11月14日（日） 坊　野

平成23年�
1月7日（金） 野　首

平成23年�
1月8日（土） 美　山

平成23年�
1月9日（日） 扇　尾

８/２８

北
校
区
夏
祭
り
'１０
（
伊
集
院
北
地
区
）　

600人

８/２１

日
置
夏
ま
つ
り
（
日
置
地
区
）　

700人

９/５

花
田
地
区
灯
籠
ま
つ
り　

300人

８/２８

吉
利
地
域
お
こ
し
夏
ま
つ
り
（
吉
利
地
区
）　

400人

８/２８

飯
牟
礼
地
区
夏
祭
り　

600人

８/２２

高
山
地
区
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

200人

９/４

湯
之
元
温
泉
と
う
ろ
う
祭
り
（
湯
田
地
区
）　

500人

８/２１

伊
作
地
区
灯
籠
祭
り　

500人

８/２２
妙
円
寺
団
地
自
治
会
三
〇
周
年
記
念
行
事
（
妙
円
寺
地
区
）　

2,000人

８/１６

夏
祭
り
花
火
大
会
（
土
橋
地
区
）　

800人

2010.1013
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敬
老
の
日
（
九
月
二
十
日
）
を
前

に
市
で
は
九
月
十
五
日
、
市
長
を
は

じ
め
関
係
者
が
敬
老
訪
問
を
実
施
。

市
内
の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
を
自
宅

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
訪
ね
、
敬
老

祝
い
金
と
記
念
品
を
贈
り
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
て
も
お
元
気
で
、
宮
路

市
長
ら
と
、
暮
ら
し
ぶ
り
や
健
康
の

秘
訣
（
ひ
け
つ
）
な
ど
に
つ
い
て
会

話
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

市
内
の
百
歳
以
上
は
、三
十
二
人
。

こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
康

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

藤
元
地
区
山
茶
花
会
（
吹
上
）
が
、

長
年
道
路
の
清
掃
、
美
化
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
中
の
八
月
二
十
七

日
、
市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
団
体

を
設
立
し
、
山
茶
花
の
苗
木
を
県
道

の
路
側
帯
に
植
栽
。
年
二
回
、
約
三

㌔
に
わ
た
り
山
茶
花
の
手
入
れ
と
除

草
作
業
を
実
施
す
る
な
ど
美
化
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
会
の
窪
田
和
洋
代
表
は
「
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
受
賞
で
き
た
。
今
後

も
地
区
事
業
部
の
活
動
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

道
路
美
化
活
動
で
大
臣
表
彰

み
ん
な
の
力
で
よ
い
社
会
環
境
を

お
年
寄
り
に
元
気
届
け
る

敬
老
訪
問

厚
生
保
護
女
性
会
見
回
り
活
動

日
吉
中
「
一
日
民
生
委
員･

児
童
委
員
」

藤
元
地
区
山さ
ざ
ん
か

茶
花
会

　

吹
上
地
域
厚
生
保
護
女
性
会
で

は
、
環
境
浄
化
や
犯
罪
の
未
然
防
止

の
一
環
と
し
て
、
八
月
に
吹
上
浜

キ
ャ
ン
プ
村
を
巡
回
す
る
「
愛
の
パ

ト
ロ
ー
ル
運
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
は
、
エ
ア
コ

ン
や
冷
蔵
庫
の
設
備
が
な
く
、
快
適

さ
を
求
め
る
傾
向
か
ら
近
年
キ
ャ
ン

プ
村
へ
の
来
訪
者
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
小
学
校
関
係
者

や
、
子
ど
も
会
活
動
で
の
利
用
者
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
長
の
長
野
嵯
や
子
さ
ん
は

「
青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
に
は
、

地
域
の
大
人
た
ち
の
声
掛
け
も
必
要

に
な
っ
て
い
る
」。
ま
た
利
用
者
に

話
を
聞
く
と
「
子
ど
も
た
ち
に
自
然

の
中
で
生
活
体
験
を
さ
せ
よ
う
と
、

吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
を
選
ん
だ
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
の

老
舗
と
い
わ
れ
る
、
わ
が
町
の
キ
ャ

ン
プ
場
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す
良
い

機
会
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

日
吉
中
学
校
の
生
徒
が
九
月
十
八

日
、「
一
日
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

に
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の
八
十
八
歳
を

迎
え
る
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
活
動
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
日
吉
地
域

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
が
主

催
し
、
今
年
で
三
回
目
。

　

同
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
、
日
吉
中

学
校
二
年
生
の
木
下
悠
輝
君
と
畠
中

麻
衣
さ
ん
は
二
班
に
分
か
れ
て
、
地

域
の
八
十
八
歳
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
。「
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
す
か
」

な
ど
と
お
年
寄
り
の
普
段
の
生
活
に

つ
い
て
質
問
し
、
会
話
の
な
か
で
福

祉
の
一
端
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
「
常
に
お
ば
あ
さ
ん
を
敬
う

気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
健
康
に
気

を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

本坊良則さん（１００ 歳）

▲メッセージを贈る木下悠輝君
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吉
利
中
区
太
鼓
踊
り
が
八
月

二
十
一
日
に
、
日
置
諏
訪
と
日
置
八

幡
の
太
鼓
踊
り
が
八
月
二
十
九
日
に

そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
奉
納
。
踊
り
手

が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
色

鮮
や
か
な
矢
旗
を
揺
ら
し
、
躍
動
感

の
あ
る
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
た
め
一
カ

月
以
上
前
か
ら
練
習
に
励
ん
で
き
た

踊
り
子
た
ち
。
日
差
し
の
強
い
猛
暑

と
な
り
ま
し
た
が
、
軽
快
な
鉦
（
か

ね
）
に
合
わ
せ
、
汗
を
流
し
て
一
心

不
乱
に
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
勇
壮
な

踊
り
に
、
見
物
人
か
ら
温
か
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
踊
り
は
、
各
地
区
内
で

披
露
さ
れ
、
太
鼓
と
鐘
（
か
ね
）
の

音
が
終
日
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

九
月
四
日
「
が
ん
ば
ろ
う
湯
之
元

会
」
主
催
に
よ
る
「
湯
之
元
温
泉
と

う
ろ
う
祭
り
」
が
、
五
日
に
は
「
東

市
来
町
飲
食
店
組
合
」
主
催
に
よ
る

「
夏
祭
り
」
が
、
日
置
市
商
工
会
東

市
来
支
所
前
広
場
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

両
祭
り
は
、
例
年
七
月
末
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
口
蹄
（
こ
う
て

い
）
疫
の
影
響
を
考
慮
し
延
期
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
は
多
く
の
手
作
り
灯
ろ
う
が

飾
ら
れ
、
会
場
中
が
柔
ら
か
い
光
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
灯
ろ
う
の
審
査

発
表
や
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
、
郷
土

芸
能
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
伊
集
院
町
清
藤
出
身
の
歌

手
、
松
元
裕
樹
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
や
湯
田
地
区
公
民
館
主
催
の

花
火
の
打
ち
上
げ
も
あ
り
、
両
日
と

も
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

鉦か
ね

に
合
わ
せ
て
華
や
か
な
踊
り
を
披
露

幻
想
的
な
光
景　

湯
の
町
彩
る

日
吉
地
域
太
鼓
踊
り（
吉
利
中
区
・
日
置
諏
訪
・
日
置
八
幡
）

と
う
ろ
う
祭
り
＆
飲
食
店
組
合
夏
祭
り

▲諏訪太鼓踊り

▶
吉
利
中
区
太
鼓
踊
り

▶
八
幡
太
鼓
踊
り

　

鹿
児
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
、
伊
作
太
鼓
踊
が
八

月
二
十
八
日
、
吹
上
町
湯
之
浦
の
南

方
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
作
太
鼓
踊
は
六
つ
の
保
存
会
が

継
承
し
て
お
り
、
毎
年
持
ち
回
り
で

奉
納
。
今
年
は
中
之
里
保
存
会
（
山

下
正
成
会
長
）
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

踊
り
子
は
、
鉦
（
か
ね
）
や
小
太

鼓
で
拍
子
を
と
る
中
打
ち
と
、
矢
旗

を
背
負
い
勇
壮
に
踊
る
平
打
ち
の
総

勢
二
十
九
人
。
歴
史
あ
る
伝
統
を
受

け
継
ぐ
た
め
に
、
踊
り
子
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
家
族
や
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

境
内
で
は
、

勇
壮
な
踊
り
を

一
目
見
よ
う
と

大
勢
の
見
物
客

が
訪
れ
、
汗
を

飛
び
散
ら
せ
な

が
ら
踊
る
姿

に
、
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
二
十
九
日
ま
で
二
日
間

に
わ
た
り
三
十
七
カ
所
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

伝
統
の
矢
旗
を
背
に
勇
壮
な
舞
を
披
露

伊
作
太
鼓
踊
奉
納
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日
置
市
中
学
校
交
流
派
遣
団
十
五

人
（
永
吉
雅
博
団
長
、
東
市
来
中
七

人
、
上
市
来
中
四
人
、
引
率
三
人
）

が
八
月
二
十
四
日
か
ら
三
泊
四
日
の

日
程
で
北
海
道
弟て

し

か

が

子
屈
町
を
訪
問

し
、
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
「
北
海
道
東
部
開
発

の
恩
人
」
と
し
て
敬
わ
れ
て
い
る
東

市
来
地
域
出
身
の
土
木
技
師
故
永
山

在
兼
氏
の
功
績
か
ら
、
昭
和
五
十
八

年
、
旧
東
市
来
町
と
弟
子
屈
町
が
姉

妹
盟
約
を
締
結
。
平
成
二
年
か
ら
隔

年
ご
と
に
交
流
団
を

派
遣
し
今
回
が
十
一

回
目
に
な
り
ま
す
。

　

中な
か
し
べ
つ

標
津
の
空
港
に

降
り
立
っ
た
派
遣
団

は
、
一
様
に
北
海
道

の
広
大
さ
と
最
高
気

温
二
十
三
度
と
い
う

涼
し
さ
に
感
激
し
て

い
ま
し
た
。

　

地
元
の
中
学
校
と
の
交
流
で
は
、

弟
子
屈
中
と
川
湯
中
に
分
か
れ
、
交

流
授
業
や
合
同
給
食
、
部
活
動
に
参

加
し
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
摩
周
湖
や
屈く

っ
し
ゃ
ろ

斜
路
瑚
な
ど
を

見
学
す
る
中
で
、
永
山
在
兼
氏
の
手

が
け
た
阿
寒
横
断
道
路
建
設
の
重
要

性
を
感
じ
、
あ
ら
た
め
て
郷
土
の
先

人
の
偉
業
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

伊
集
院
地
域
建
友
会
（
十
一
社
加

盟
、
重
留
靜
会
長
）
十
三
人
の
皆
さ

ん
が
八
月
三
十
日
、
土
橋
小
学
校
と

伊
集
院
北
小
学
校
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

柵
や
遊
具
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
繕

し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
に
気

持
ち
よ
く
二
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を

き
っ
て
も
ら
お
う
と
、
夏
休
み
期
間

を
利
用
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

参
加
し
た
会
員
ら
は
、
厳
し
い
残

暑
の
中
、
プ
ロ
の
技
術
を
生
か
し
て

作
業
を
実
施
。
破
損
し
た
柵
や
ペ
ン

キ
が
は
げ
落
ち
た
遊
具
な
ど
を
新
品

同
様
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
ま
し
た
。

　

妙
円
寺
二
区
自
治
会
創
立
三
十
周

　

年
記
念
行
事
が
八
月
二
十
二
日
、

妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
自
治
会
は
、
昭
和
五
十
六
年
六

月
に
発
足
し
、
現
在
は
三
百
二
十
九

世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
は
、
伊
集
院
北
中
学
校
三
年

の
木
塲
拓
人
君
と
木
戸
脩
平
君
の
司

会
で
進
行
。
田
中
輝
雄
自
治
会
長
は

「
三
十
周
年
を
契
機
に
自
治
会
づ
く

り
を
も
う
一
度
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
、
伊
集
院
北
中
学
校
二
年

の
川
上
真
菜
さ
ん
の
バ
レ
エ
や
伊
集

院
町
清
藤
出
身
歌
手
、
松
元
裕
樹
さ

ん
の
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
は
、
妙
円
寺
校
区
の
灯

籠
（
と
う
ろ
う
）
祭
り
や
市
制
五
周

年
を
記
念
し
た
打
ち
上
げ
花
火
も
あ

り
、
会
場
を
訪
れ
た
観
客
は
、
盛
夏

の
夜
を
鮮
や
か
に
彩
っ
た
花
火
を
堪

能
し
ま
し
た
。

相
互
交
流
で
友
好
深
め
る姉

妹
都
市
中
学
校
交
流
事
業

▲永山在兼顕彰碑訪問をする生徒

▲ペンキの塗り替えが終わった遊具で遊ぶ児童

▲伊集院地域建友会の皆さん▲あいさつをする田中輝雄自治会長

二
学
期
の
ス
タ
ー
ト
気
持
ち
よ
く

節
目
を
祝
い
、
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

学
校
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

妙
円
寺
二
区
自
治
会
３０
周
年
（
伊
集
院
）



2010.1017

　
「
京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
室
内

合
奏
団
」
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公

演
が
九
月
十
五
日
、美
山
小
学
校（
東

市
来
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
文
化
庁
が
実
施
し
て
い
る

「
子
ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸

術
体
験
事
業
」
の
一
環
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域
住

民
ら
約
百
人
が
、
本
物
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　

公
演
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
の

交
響
曲
「
運
命
」
や
オ
ペ
ラ
「
ホ
フ

マ
ン
物
語
」
よ
り
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ

ク
作
曲
の
「
人
形
の
歌
」
な
ど
迫
力

あ
る
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
児
童
を
代
表
し
て
桐
原
政
周

君
（
二
年
）
と
大
嶺
美
織
さ
ん
（
六

年
）
が
バ
イ
オ
リ
ン
で
合
奏
団
と
一

緒
に「
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」

を
演
奏
。
こ
の
ほ
か
、
楽
器
に
直
接

触
れ
て
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
児
童
は
音
楽
の
楽
し
さ
を

体
感
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に

よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
教
室
が

九
月
七
日
、鶴
丸
小
学
校
（
東
市
来
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
児
童
が
優
れ
た
技

能
を
持
つ
技
能
士
と
一
緒
に
「
も
の

づ
く
り
」
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
職

人
技
の
素
晴
ら
し
さ
や
楽
し
さ
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
県
内
各
地
の
小
学

校
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
建
築
工
・
木
工
・
タ

イ
ル
工
・
室
内
装
飾
の
分
野
か
ら

二
十
三
人
の
職
人
が
先
生
と
な
り
、

児
童
と
一
緒
に
本
立
て
や
掛
け
障
子

な
ど
を
制
作
。板
を
の
こ
ぎ
り
で
切
っ

た
り
、
く
ぎ
を
打
っ
て
組
み
立
て
た

り
す
る
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑

い
の
表
情
を
見
せ
て
い
た
児
童
で
し

た
が
、
徐
々
に
作
品
が
完
成
し
て
い

く
と
笑
顔
に
な
り
、
作
品
作
り
に
没

頭
し
て
い
ま
し
た
。

　

職
人
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
児
童

か
ら
は
「
難
し
い
部
分
も
あ
っ
た
け

ど
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
え
て
面

白
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
十
分
感
じ

た
よ
う
で
し
た
。

　

吹
上
高
校
の
ふ
化
場
で
ウ
ミ
ガ
メ

の
卵
が
ふ
化
し
八
月
二
十
七
日
、
吹

上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
下
の
海
岸
で
子
ガ

メ
の
放
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
懸
命

に
海
に
向
か
っ
て
行
く
子
ガ
メ
た
ち

に
「
が
ん
ば
れ
ー
」
と
声
を
か
け
な

が
ら
、
子
ガ
メ
が
波
間
に
消
え
て
行

く
の
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
見
守
り

ま
し
た
。

　

ま
た
九
月
一
日
に
は
、
吉
利
小
学

校
五
・
六
年
生
十
六
人
が
子
ガ
メ
約

三
十
匹
を
帆
ノ
港
海
岸
へ
、
三
日
に

は
、
日
新
小
学
校
の
全
校
児
童
が
子

ガ
メ
約
五
十
匹
を
下
原
海
岸
へ
放
流

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
両
校
の
ふ
化
場
で
世
話
を

し
て
い
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
が
ふ

化
し
た
も
の
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監

視
員
の
松
田
清
一
さ
ん
か
ら
ウ
ミ
ガ

メ
の
生
態
や
触
り
方
を
聞
い
た
後
、

海
へ
放
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
手
に

取
り
、そ
っ
と
波
打
ち
際
へ
置
く
と
、

子
ガ
メ
は
前
足
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
て

歩
き
出
し
、
押
し
寄
せ
た
波
に
タ
イ

ミ
ン
グ
良
く
乗
る
と
元
気
よ
く
泳
い

で
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は「
か
わ
い
く
て
、

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」「
良
い
経
験

が
で
き
た
」
な
ど
と
話
し
、
元
気
に

成
長
し
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
大
迫
力
に
感
動

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
伝
授

元
気
に
戻
っ
て
お
い
で

子
ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
体
験
事
業

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
教
室

▲ウミガメについて学習する児童（日新小）

▲大きくなって帰ってきてねと見送る子どもたち（吹上）

▲愛しげに見送りました（吉利小）

子ガメ

放流会
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国
民
体
育
大
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
秋

季
大
会
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
八

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、

吹
上
浜
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
九
州
各
県
の
代
表
が
少

年
男
子
、
少
年
女
子
、
成
年
女
子
の

部
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
伊
集
院
総
合
体
育
館

で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
、
東
市

来
総
合
運
動
公
園
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
が
行
わ
れ
、
千
葉
国
体
の
出

場
権
を
争
い
ま
し
た
。

　

九
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
行

わ
れ
た
第
二
回
全
日
本
少
年
春
季
軟

式
野
球
大
会
鹿
児
島
県
予
選
大
会

で
、
優
勝
し
た
育
英
館
中
学
校
野
球

部
が
九
月
八
日
、
宮
路
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
試
合
の
様
子
な
ど
を
熱

心
に
質
問
。「
十
一
月
に
行
わ
れ
る

九
州
大
会
で
も
優
勝
目
指
し
て
頑

張
っ
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
森
虹
太
君
は

「
日
々
の
練
習
か
ら
元
気
を
出
し
て
、

九
州
大
会
ま
で
気
を
抜
か
ず
優
勝
を

目
指
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し

ま
し
た
。

　

自
転
車
安
全
点
検
が
八
月
二
十
四

日
、
伊
集
院
駅
周
辺
駐
輪
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

点
検
に
は
「
自
転
車
見
つ
け
隊
」

（
田
畑
修
一
隊
長
）
や
伊
集
院
中
野

球
部
、
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
な
ど
約

二
十
五
人
が
参
加
。
施
錠
の
確
認
や

自
転
車
の
整
列
、
駐
輪
場
の
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
自
転
車
安
全
点
検
と
と
も
に

駐
輪
場
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
畑
隊
長
は
「
駐
輪
場
の
環
境
整

備
を
盗
難
防
止
に
つ
な
げ
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

駐
輪
場
利
用
に
つ
い
て
は
、
マ

ナ
ー
を
守
り
、
快
適
な
環
境
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

　

夏
休
み
も
終
わ
り
が
近
づ
い
た
八

月
二
十
九
日
、
江
口
浜
海
浜
公
園
で

水
難
事
故
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
学

ぶ
「
第
一
回
海
の
学
校
」
が
開
催
さ

れ
、
親
子
十
組
二
十
七
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
江
口
浜
ビ
ー
チ

サ
ー
ビ
ス
が
主
催
し
た
も
の
で
、
午

前
中
は
鹿
児
島
大
学
の
藤
枝
繁
准
教

授
を
講
師
に
招
き
、海
岸
を
清
掃
後
、

ゴ
ミ
の
発
生
元
、
流
れ
着
く
経
路
な

ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
協
会
公
認
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
教
室
」
が
あ
り
、
お
ぼ
れ
た
人

を
発
見
し
た
と
き
や
、
自
ら
が
お
ぼ

れ
た
と
き
の
対
処
法
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
活
動
の

一
環
と
し
て
パ
ド
ル
レ
ー
ス
や
ビ
ー

チ
フ
ラ
ッ
グ
を
実
際
に
体
験
。
海
の

楽
し
さ
や
怖
さ
、
環
境
保
全
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
自
分
の
も
の
は
大
切
に
！

お
ぼ
れ
て
も
慌
て
な
い
、
水
難
防
止
を
学
ぶ

全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会　

県
大
会
優
勝

全
国
目
指
し
て
熱
戦
展
開
！

自
転
車
安
全
点
検

開
校
！
海
の
学
校

鹿
児
島
育
英
館
中
学
校
野
球
部

国
民
体
育
大
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
大
会
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全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
九

州
予
選
会
と
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲

大
会
が
九
月
十
二
日
、
吹
上
浜
公
園

相
撲
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
九
州
各
県
代
表
の
小
学

生
力
士
が
出
場
。
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
か
け
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
激
し
い
ぶ
つ
か
り

合
い
や
、
豪
快
な
投
げ
技
を
繰
り
出

す
な
ど
迫
力
あ
る
勝
負
を
展
開
。
来

場
者
か
ら
「
頑
張
れ
」「
ま
わ
し
を

取
れ
」
な
ど
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
大
会
に
は
女
子
の
選
手
も
参

加
、
男
子
に
負
け
な
い
立
ち
合
い
で

「
押
し
」
あ
り
、「
投
げ
」
あ
り
の
激

し
い
取
り
組
み
を
見
せ
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
こ
の
わ
ん
ぱ
く
力
士
の

中
か
ら
国
技
館
で
活
躍
す
る
選
手
が

誕
生
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

第
十
四
回
吹
上
青
松
弓
道
大
会
が

九
月
二
十
三
日
、
吹
上
浜
公
園
弓
道

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
か
ら
高
校
、
一
般

の
二
十
三
団
体
六
十
九
人
が
出
場
。

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
一
矢
に
込

め
て
的
を
狙
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
立
射
四
矢
三
回
の
計
十
二

射
に
よ
り
、
的
中
数
で
団
体
戦
、
個

人
戦
を
争
い
ま
し
た
。

　

道
場
は
緊
張
と
静
寂
の
中
、
放
た

れ
た
矢
が
的
を
射
抜
く
た
び
に
歓
声

が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
優
勝
の
み
・
敬
称
略
）

団　
　

体　

吹
上
Ａ

個
人
男
子　

坂
口
信
夫
（
皇
徳
寺
）

個
人
女
子　

田
中
順
子
（
吹
上
Ｃ
）

　

日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
主
催
の

サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
が

九
月
五
日
、江
口
浜
海
岸
（
東
市
来
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
や
海
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
た
め

に
、
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
ビ
ー
チ

を
守
ろ
う
と
、
全
国
百
五
十
カ
所
で

一
斉
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、

地
元
サ
ー
フ
ァ
ー
約
百
人
が
ご
み
袋

を
手
に
作
業
。
浜
辺
に
捨
て
ら
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
漂
着
し
た
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
、
空
き
缶
な
ど
分
別
し
な

が
ら
清
掃
し
ま
し
た
。

　

第
二
回
「
家
庭
介
護
・
看
護
の
心

得
伝
授
」
講
習
会
が
九
月
十
六
日
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
「
認

知
症
家
族
の
つ
ど
い
」
も
同
時
に
開

催
さ
れ
、三
十
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
「
き
れ
い
な
口
な
ら
味
覚
が
増
し
、

食
欲
も
進
み
ま
す
よ
」。
受
講
者
は
、

歯
科
衛
生
士
か
ら
食
の
基
本
で
あ
る

口
の
衛
生
に
つ
い
て
、
歯
ブ
ラ
シ
の

柄
を
太
く
改
良
し
た
歯
磨
き
法
や
、

入
れ
歯
の
磨
き
方
な
ど
に
う
な
ず
き

な
が
ら
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
市
の
管
理
栄
養
士
か
ら
は
、

食
べ
た
り
、
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
機

能
が
低
下
し
た
人
へ
の
食
事
づ
く
り

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
ト
ロ
リ
・

し
っ
と
り
」
仕
上
げ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

介
護
と
い
う
悩
み
を
共
有
す
る
受

講
者
は
、
初
対
面
と
は
思
え
な
い
連

携
で
介
護
食
を
調
理
。
早
速
、
ト
ロ

ミ
の
効
い
た
汁
や
ゼ
ラ
チ
ン
を
使
っ

た
ご
飯
を
味
わ
い
な
が
ら
、
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　
「
口
腔
ケ
ア
は
大
切
。
ま
ず
は
自

分
か
ら
実
践
し
た
い
」「
皆
さ
ん
と

知
り
合
え
て
有
意
義
だ
っ
た
」
と
受

講
者
。
学
び
な
が
ら
意
識
を
共
有
す

る
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

お
い
し
く
「
食
べ
る
」
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
す

力
の
こ
も
っ
た
一
番
に
大
拍
手

静
寂
の
中
の
一
矢
に
大
歓
声

キ
レ
イ
な
海
は
わ
た
し
た
ち
が
守
る

「
家
庭
介
護
・
看
護
の
心
得
伝
授
」
講
習
会

全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

吹
上
青
松
弓
道
大
会

サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

54

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

"コツコツ貯めよう"骨粗しょう症予防教室
～あなたの骨を守るコツ教えます！～

　骨粗しょう症検診の結果で要指導以上となった方を対象に、「骨粗しょう症予防教室」が、９月に
日吉地域と吹上地域で行われました。
　骨粗しょう症とは、長年の生活習慣などにより骨がスカスカになる病気です。最初は、自覚症状は
ありませんが、腰や背中に痛みが生じてから見つかることもあります。ひどくなると、骨折を起こし、
寝たきりの原因となる場合もあります。骨粗しょう症にならないように、日ごろから予防を心がける
ことが大切です！
　今回は、日吉地域の教室の様子をご紹介します。

栄養のコツ
　骨粗しょう症の予防に特に重要なのはカルシウム（牛乳・乳製品、大豆製品、緑黄色野菜、小魚・
海藻・乾物）の摂取ですが、カルシウムの吸収を助けるビタミンＤ（魚、きのこ類）、骨が作ら
れるのを助けるビタミン K（納豆、緑色野菜、海藻類）、 さらに、タンパク質（肉、魚、卵、大豆
製品）などさまざまな栄養素を摂取することも大切です。
運動のコツ
　日光の下でウォーキングなどの運動をしましょう。骨に適度な圧力が加わり、骨が強くなりま
す。 また運動を続けると血液の流れが良くなるので、骨を作る細胞のはたらきが活発になります。 
筋肉もきたえられ、身のこなしが良くなると、転びにくくなり、骨折防止にもつながります。 た
だし、自分に合った運動を心がけ、無理をしないようにしましょう。適度に日光に当たるように
すると、骨の吸収を良くするビタミンＤが活性化され、強い骨を作るのに役立ちます。

～参加者の声～
　初めて骨粗しょう症検診を受けて、
要指導の結果にショックでしたが、こ
の教室に参加して、栄養、運動につい
て学ぶことができました。次の検診に
向けて、これから少しずつでも頑張っ
て続けていこうと思います !!

食生活改善推進員さんも手伝ってくれました！

献立紹介
◆干し桜えびと煮大豆の炊き込みご飯
◆豆腐と鮭のハンバーグ
◆モロヘイヤの納豆和え
◆モロヘイヤと卵のスープ
◆牛乳くずもち

きつい～～ ！！
でも骨を丈夫に
するぞ～ ！！

これからは
意識して
カルシウムを
とらんとね ！！
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９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

牧
迫　

直な
お

樹き　

慎
一
郎　

妙
円
寺
七
区

牧
田
悠ゆ

う

太た

郎ろ
う　

尚
起　
　

妙
円
寺
二
区

東　
　

聖と

和わ　

臣
二　
　

天
神
馬
場

寺
田　

彩さ

姫き　

克
仁　
　

妙
円
寺
三
区

前
村　

陽は
る

菜な　

和
也　
　

向
江
町

栗
田　

佳け
い

輔す
け　

大
輔　
　

妙
円
寺
九
区

内
田　

果か

歩ほ　

直
樹　
　

元
町

原
口　

礼れ

大お　

明
雄　
　

天
神
馬
場

井
上　

架か
け
る　
　

隆
三　
　

妙
円
寺
六
区

中
村　

圭け
い

佑す
け　

晋
輔　
　

猪
鹿
倉

松
田　

彩さ

英え　

直
之　
　

妙
円
寺
七
区

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

久
保
世せ

玲れ
い

音ね　

俊
一　
　

荻

大
迫　

悠ゆ

月づ
き　

史
靖　
　

杉
之
迫

重
水　

小こ

枝え
だ　

憲
朗　
　

古
市

南　
　

愛あ
い

琉る　

和
也　
　

田
代

平
田　

将ま
さ

輝き　

学　
　
　

中
央

町
田
辰た

つ

志し

郎ろ
う　

陽
一
郎　

古
市

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

佐
藤　

巧こ
う

希き　

巧　
　
　

諏
訪

福
田　

颯
は
や
て　
　

稔　
　
　

熊
野

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

有
馬　

颯ふ
う

我が　

正
貢　
　

西
本
町

大
浦
坂
陽は
る

武む　

雄
一　
　

野
首

中
村　

琉り
ゅ
う
ご悟　

俊
悟　
　

今
田

鳥
越
千ち

代よ

莉り　

陽
介　
　

西
本
町

安
樂　

凌り
ょ
う
ま駕　

隆　
　
　

西
本
町

永
野　

悠ゆ
う

翔と　

浩
二　
　

上
中
之
里

�

９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

馬
場
園
キ
ミ　
　

９１　

竹
之
山

野
崎
ヒ
サ
子　
　

９１　

向
江
町

山
下　

三
郎　
　

８４　

郡
下

永
田　

チ
ツ　
　

１００　

郡
下

松
元　

幸
子　
　

７８　

下
神
殿
四
区

田
代　

一
郎　
　

５８　

平
古

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

山
元　

清
夫　
　

９５　

杉
之
迫

坂
元　

フ
ミ　
　

８８　

古
市

遠
矢　

秀
年　
　

９８　

坂
之
上
下

松
下　

孝
司　
　

７０　

田
之
湯

鮫
島
ト
ミ
子　
　

９４　

田
代

岩
﨑　

哲
夫　
　

８３　

牧
之
角

湯
田
平
フ
チ
ヱ　

９１　

堀
内

山
之
内
光
吉　
　

９８　

美
山

柿
本　

キ
ミ　
　

９１　

川
北

馬
場
口
フ
ミ
ヱ　

９４　

元
養
母

若
山
ひ
と
み　
　

５５　

駅
前

鍛
治
屋
十
一　
　

８８　

皆
田
東

原
田　

祥
子　
　

６０　

駅
前

東
峯　

範
明　
　

６６　

下
養
母
上

幾
留　

一
夫　
　

７５　

坂
之
上
下

大
迫　

束
雄　
　

８１　

駅
前

室
屋　

矢
吉　
　

８４　

丸
牧

山
之
口　

力　
　

７６　

荻

東
峯　

武
義　
　

８７　

下
養
母
上

前
田
ミ
チ
子　
　

８３　

川
北

福
添　

明　
　
　

８４　

元
伊
作
田

濵
﨑　

ミ
ヱ　
　

９９　

神
之
川

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

川
窪　

イ
ト　
　

９２　

青
松
園

眞
﨑　

妙
子　
　

７８　

熊
野

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

横
道
ミ
チ
子　
　

８３　

上
与
倉

木
佐
貫
三
郎　
　

８５　

下
田
尻

久
保　

エ
イ　
　

９１　

西
本
町

職　　種　常勤・非常勤医師　（内科医）
募集人員　若干名
勤務条件　各保険完備
　　　　　診療日は月曜から土曜日
　　　　　（うち水曜・土曜は午後休診）
　　　　　勤務時間は８時 ３０ 分から １７ 時まで
その他手当　医師手当・研究手当ほか
年　　齢　不問（おおむね ３０ 歳以上、
　　　　　　　　　実務経験３年以上希望）
処遇（給与等）　応相談

※
訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
ひ
お
き
９
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　

Ｐ
１５
江
口
浜
荘
跡
地
に
宿
泊
・
温
泉
施
設

を
建
設

　
（
敬
称
略
）

　

誤　

四
元
広
行
ア
・
ラ
イ
ズ
社
長

　
　
　
　
　

↓

　

正　

四
枝
広
行
ア
・
ラ
イ
ズ
社
長

【お問い合わせ先】
　日置市診療所　日置市日吉町日置１１５０番地１
　　　　�　　　　TEL（０９９）２９２－２１４６
　　　　�　　　　FAX（０９９）２９２－４６３２

日置市診療所の勤務医を募集しています
国勢調査へのご回答は

お済みでしょうか
ご回答の期限が過ぎています。
未回答の方は調査票への記入、提出をお願いします。
○�国勢調査は、平成 ２２ 年 １０ 月１日現在、日本に住ん
でいるすべての人および世帯が対象です。
○�記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上
で調査員に渡してください。
※�万一、調査票が届いていない場合は、市にご連絡く
ださい。

お問い合わせ先：本庁 企画課広報統計係
または 各支所 地域振興課自治振興係
■国勢調査コールセンター
設置期間：平成２２年１０月３１日まで
受付時間：午前８時～午後９時（土・日・祝日も利用できます）
【電話】�０５７０－０１－２０１０
　＊全国どこからでも市内通話料金でご利用になれます。
【ＰＨＳ・一部のＩＰ電話】�０３－６７３８－６６７７
　＊ＰＨＳ・一部のＩＰ電話の場合、所定の料金となります。
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65

上
うえ

田
た

平
びら

 美
み ち こ

智子さん〔６８歳〕
日吉町吉利（扇尾自治会）
●日置市農業委員
●日置市食生活改善推進員連絡協議会会長

い
つ
ま
で
も
元
気
で
地
域
に
貢
献
し
た
い

　

日
吉
地
域
で
農
業
の
傍
ら
、
食
生
活
改
善
推
進
員
や
女
性
の
主
体
的
な
生
活
な
ど
を
学
ぶ

女
性
団
体
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
活
躍
中
で
す
。

　

農
業
は
、
ご
主
人
と
二
人
三
脚
で
、
和
牛
六
頭
を
飼
育
し
な
が
ら
米
一
㌶
、
緑
竹
六
十
㌃

を
栽
培
。「
今
は
、
毎
朝
七
時
に
は
畑
に
向
か
い
、
緑
竹
の
収
穫
に
励
ん
で
い
る
」
と
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
話
し
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
に
は
、
も
っ
と
意
欲
と
や
り
が
い
が
持
て
る
よ
う
に
家
族
経
営
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
経
営
方
針
や
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
毎
日
話
し
合
い
を
持
ち
、

お
互
い
に
理
解
し
合
い
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
に
っ
こ
り

笑
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
か
ら
は
、地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
農
業
委
員
を
務
て
い
ま
す
。

「
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
で
す
が
、
十
月
開
催
さ
れ
る
独
身
担
い
手
農
家

な
ど
に
独
身
異
性
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
『
ふ
れ
あ
い
交
流
会
』
な
ど
を
利
用
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
日
置
市
に
住
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
地
域
の
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
食
生
活
推
進
員
も
務
め
て
お
り
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
や
「
男
性
料
理
教
室
」
で
は
、
季
節
の
野
菜
を
使
っ
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
地
域
の
特
産
品
を
作
ろ
う
と
、
地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
で
し
ん
こ

団
子
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
若
い
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
、
自
分
磨
き
に
な
る
」
と
上
田
平
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」

東　希
き

好
ず

絆
な

ちゃん（４歳２カ月）

父　道昭さん　母　ひとみさん
（伊集院町徳重）

■おかあさんから
　指パッチンが上手な、きーちゃん。にぃ
にぃ、ねぇねぇと仲良く笑顔のすてきな、
きずなでいてね。

前畑　伶
れ

奈
な

ちゃん（４歳３カ月）

父　新吾さん　母　久美嘉さん
（伊集院町徳重）

■おかあさんから
　３人きょうだいの末っ子。兄２人に囲
まれた、おてんば娘です。毎日、虫探し
に熱中し、虫かごに宝物が増えています。
いつもお手伝いしてくれるれなちゃん、
ありがとう。
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　島津豊久は、先月号で紹介した島津家久（義弘の弟）の長
男で、関ヶ原の戦い（１６００ 年）で伯父の義弘を守って死んだ
ことで知られています
　豊久は、元亀元 (１５７０) 年に串木野で生まれました。島津氏
の領地拡大とともに、父の家久が佐土原（現在の宮崎市佐土
原町）の領主となったので佐土原に移りました。
　豊久は、天正 １２(１５８４) 年に、島原半島で行われた龍造寺氏
との戦いで初陣を飾りました。父とともに島津の九州制覇の
ため戦いましたが、豊臣秀吉に破れ、その直後に父家久を病
気で亡くしました（１５８７ 年）。
　その後は、伯父の義弘に従い、豊臣政権の下で、関東や朝
鮮半島などを共に転戦しました。関ヶ原の戦いでは、死を覚
悟した義弘を説得し、退却を決意させたとも伝えられていま
す。豊久は敵中突破の退却戦で義弘を守り戦死しました。
　残された豊久の家臣は、佐土原から永吉に移り、永吉島津
家を興し、天昌寺を永吉島津家の菩提寺とし、豊久の墓を建
てました。

『書道』

　
「
劇
的
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
」

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
あ
り
ま

す
。
日
ご
ろ
の
生
活
に
不
便
さ
を

感
じ
な
が
ら
く
ら
し
て
い
る
人
の

家
を
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
立
派
に
作

り
か
え
る
と
い
う
番
組
で
す
。
リ

フ
ォ
ー
ム
の
後
の
家
に
入
っ
た
人

た
ち
が
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い

る
の
を
見
て
、
ぼ
く
は
「
す
ご
い

な
ぁ
。
ど
う
や
っ
た
ら
あ
ん
な
ア

イ
デ
ア
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
家
は
、
ぼ
く
が
三
才
の

と
き
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
せ
ま

い
家
だ
け
ど
、
大
工
さ
ん
た
ち
の

工
夫
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
両
親

か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
ぼ
く
が
大

好
き
で
得
意
と
し
て
い
る
絵
を
描

き
な
が
ら
、
人
に
喜
ば
れ
る
仕
事

が
し
た
い
な
、と
思
っ
た
と
き
に
、

祖
母
か
ら
「
設
計
士
」
と
い
う
仕

事
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

今
の
時
代
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

と
い
う
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
ど
ん
な
人
で
も
安
心
し
て

不
自
由
な
く
、
く
ら
せ
る
よ
う
な

家
を
設
計
し
て
み
た
い
で
す
。

日
置
小
学
校
　
六
年
　
永
濵
　
秀し

ゅ
う
ほ歩

く
ん

元吉　まき子さん（５７歳） 東市来町長里

　「かな書道の魅力は、日常の生活の中
に生かせること。少しでも上達できるよ
うに時間を見つけては筆を執っていま
す」と話す吉元さんは、かな書道を習い
はじめて １６ 年目。現在は、書道教室の
代表を務めています。「教室は月１回、
お互いの作品を鑑賞し合いながら和気あ
いあいと楽しめるのがいい」と笑顔を見
せます。「墨をする時間に集中し、筆を
運ぶときは無心になり、何ともいえない楽しさを感じます」と
も。「今後の目標は『流れるように美しい字』が書けるように
なること。これからも仲間と一緒にかな書道を続けていきたい
ですね」

63

島津豊久と天昌寺跡（戦国島津氏⑧）

島津豊久の墓（天昌寺跡）

永吉小学校

永吉川

至日吉町

270

車で、本庁から2５分、
吹上支所から1５分

ぼ
く
の
夢
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平鹿倉地区公民館
（吹上地域）

　
吹
上
地
域
の
南
東
部
に
位
置

し
、
鹿
児
島
市
や
南
さ
つ
ま
市
に

も
隣
接
し
て
い
る
平
鹿
倉
地
区

は
、
三
自
治
会
（
日
添
、
今
観

龍
、
平
鹿
倉
）
で
構
成
さ
れ
、
平

成
二
十
二
年
十
月
一
日
現
在
で

七
十
九
世
帯
百
三
十
七
人
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
融
和
を
図
る
た

め
、
地
区
公
民
館
一
体
と
な
っ
た

活
動
に
取
り
組
み
、
明
る
く
住
み

よ
い
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平ひ
ら
か
く
ら

鹿
倉
地
区
公
民
館
（
吹
上
地
域
）

地
区
民
の
理
解
と
協
力
を
も
と
に
相
互
の
親し

ん
ぼ
く睦
を
図
る

を
中
心
に
毎
年
四
月
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
当
日
は
、
地
域
内
外
か
ら

訪
れ
る
大
勢
の
釣
り
愛
好
者
や
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
た
め
に
、
十
二
月
に

は
稚
魚
二
千
匹
を
購
入
、
渓
流
を
引

き
込
ん
だ
プ
ー
ル
で
約
五
カ
月
間
養

殖
し
ま
す
。

　

毎
年
八
月
十
四
日
に
は
地
域
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

祭
り
に
は
地
域
住
民
を
は
じ
め
、

お
盆
に
合
わ
せ
て
帰
省
さ
れ
た
方
な

ど
が
一
緒
に
な
っ
て
踊
る
盆
踊
り

や
、
打
ち
上
げ
花
火
、
ま
た
抽
選
会

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

九
月
に
行
う
運
動
会
と
敬
老
会

は
、同
日
開
催
。
午
前
中
は
運
動
会
、

午
後
か
ら
は
敬
老
会
を
開
催
し
、
高

齢
者
に
限
ら
ず
、
地
区
住
民
大
勢
が

参
加
し
ま
す
。
運
動
会
や
敬
老
会
な

ど
の
行
事
は
、
住
民
が
交
流
す
る
絶

好
の
場
。
普
段
家
か
ら
出
る
こ
と
の

少
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
良
い
機
会

と
な
り
、と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

球
技
大
会
と
文
化
祭
も
、
大
勢
の

方
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、
同
じ

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
午
前
中
行

自
然
に
囲
ま
れ
た
平
鹿
倉
地
区
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
も
減

少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
主
な
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
区
公
民
館
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。

廃
校
と
な
っ
た
旧
平
鹿
倉
小
学
校

の
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
イ
ベ
ン
ト
「
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大

会
」
は
、
十
年
以
上
前
か
ら
続
く
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
大
会
は
、
青
壮
年
部

う
球
技
大
会
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
親
睦
（
し
ん

ぼ
く
）
を
図
り
、
午
後
か
ら
開
か
れ

る
文
化
祭
で
は
、
盆
栽
や
生
け
花
の

展
示
品
の
ほ
か
野
菜
や
米
の
即
売
会

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
、
地
区
住
民
の
理
解
と

協
力
の
も
と
に
、
地
域
の
課
題
を
検

討
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
だ
れ
も
が

参
加
で
き
る
活
動
や
、
現
在
、
公
民

館
で
運
営
し
て
い
る
活
動
を
継
続
し

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５1，6７2人�（△1６）
　男　　　24，2３0人�（△２）
　女　　　2７，442人�（△1４）
世帯数　　22，５48　�（△４）
10月１日現在（　）は前月比

東市来地域　12，6５6人
伊集院地域　24，５５9人
日吉地域　　� ５，4５8人
吹上地域　　� 8，999人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「また会える日を楽しみ
待ってるよ」

　子どもたちは手のひらにのせた子ガメ
を一斉に放し、海に向かってゆっくり進
む子ガメに「ガンバレ、ガンバレ」と声
援を送りながら見守りました。
　「子ガメの放流」（吹上）
　Ｐ１７関連記事

No．６６ 平成２２年10月号

▲田中靖英館長

▲夏祭りで盆踊りを楽しむ参加者

▲地域内外から大勢の人が集まるニジマス釣り大会

▲住民の大切な交流の場となっている運動会


